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登録有形文化財 



 
 

 

明治43年（１９１０）建設のこの水道施

設は、大阪府下では大阪市（明治28年建設）

に続くもので、その後、昭和39年（１９６

４）まで半世紀以上にわたって、市民に飲

料水を提供してきました。

建設あたっては、その当時の最新の建材
れんが

であった煉瓦を用いてつくられています。

正面入口には水道施設の先進地であるヨー

ロッパで用いられていた建築の古典様式に
がいせんもん

ならい「凱旋門」風のデザインが採用され

ました。

　内部は、点検用の通路を中央に通し両側
ちょすいそう

に貯水槽がつくられています。それぞれの

 

『堺市上水道拡張工事譜図』

かこう

貯水槽は5つに区切られ、天井は優美な半円形のヴォールト架構となっています。

　また外部は、貯水槽の周囲全体に土を盛り上げて、直射日光などをさえぎることで細菌の繁殖を防ぎ、

水質の安全をはかってきました。

　このように、旧天王貯水池はそのデザインと施工技術の優秀さの面で建築的にきわめて価値が高く、ま

た堺における上水道の歴史の一端を知るうえで貴重な構造物でもあり、国の登録有形文化財となっていま

す。

   

内　　部　　の　　様　　子



堺の煉瓦製造堺の煉瓦製造堺の煉瓦製造堺の煉瓦製造堺の煉瓦製造

　日本では安政４年（１８５７）に長崎で、煉瓦が初めてつくられました。
　その後、堺でも明治２年（１８６９）頃から大阪造幣局の建設や鉄道敷設に用いる
ため、煉瓦の製造が始まりました。古くから堺では良質な粘土が取れていたため、瓦
が盛んにつくられていました。明治時代になってからは、瓦職人の中には煉瓦職人と
して活躍する者も現れ、大正時代まで盛んにつくられました。
旧天王貯水池の煉瓦も、堺でつくられたものが使われていると考えられます。

 

建築当初の外観

建築中の様子

ヴォールト架構ヴォールト架構ヴォールト架構ヴォールト架構ヴォールト架構

 アーチ型をもとにした曲面天井の総称。
そせき

 古代から近代に到るまで、組積構造における基本
的な建築工法であり、空間や形態の特性を決定す
る重要な要素となっています。
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登録有形文化財登録有形文化財登録有形文化財登録有形文化財登録有形文化財
さんきゅうかいかんさんきゅうかいかんさんきゅうかいかんさんきゅうかいかんさんきゅうかいかん

大阪府立三国丘高等学校同窓会館大阪府立三国丘高等学校同窓会館大阪府立三国丘高等学校同窓会館大阪府立三国丘高等学校同窓会館大阪府立三国丘高等学校同窓会館（（（（（旧旧旧旧旧三三三三三丘丘丘丘丘会会会会会館館館館館）））））

　昭和９年（1934）図書館機能のあ

る記念館として建築されました。

　設計は同校の１期生で鉄道省の建

築課長も勤めた久野節です。
ひさし

　玄関の庇を支える２本の円柱や階

段室の縦長窓と庇の直線的な構成な

どが特徴的な建築物です。

　同氏の建築作品としては他に南海

ビルディング（高島屋なんば店）な

どがあります。

正面

建築中の様子

文化財登録制度文化財登録制度文化財登録制度文化財登録制度文化財登録制度

　平成８年より、新しく「文化財登録制度」が設けられました。この制

度は文化財保護法の中心である指定制度を補い、より多くの文化財を保

護する目的で創設されたものです。

　登録制度は、活用しつつ次の世代に伝えていくということを目的とし

ているため、指定にくらべその規制は緩やかなものとなっています。身

近な歴史的建造物を活用することは、特色あるまちづくりの手法の一つ

ともいえます。近年、全国的にこうした文化財をそれぞれの地域のまち

づくりに積極的に活用することが始まっています。

　この制度のもと、堺市内では平成１３年１０月現在で８箇所の建造物

が登録されています。


